
台
湾
研
修
で
英
語
力
な
ど
ア
ッ
プ

地

理

〈

〉

２
０
１
９
年
の
台
湾

研
修
。
ポ
ス
タ
ー
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

交
流
の
後
、
両
チ
ー

ム
選
手
で
記
念
撮
影

を
行
っ
た

　
他
の
国
際
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
、
選
手
は
日
本
語
に
翻
訳
さ

れ
た
問
題
に
解
答
す
る
が
、
国
際

地
理
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
出
題

・
解
答
も
含
め
全
て
の
活
動
が
英

語
で
行
わ
れ
る
た
め
、
選
手
に
は

英
語
で
の
読
解
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
が
求
め
ら
れ
る
。
記

述
式
試
験
（
Ｗ
Ｒ
Ｔ
）
と
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
試
験
（
Ｍ
Ｍ
Ｑ
）
で
は

日
本
の
地
理
の
授
業
で
扱
う
こ
と

の
少
な
い
自
然
地
理
的
な
設
問
が

多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
選

手
は
地
学
の
分
野
も
含
め
た
自
然

地
理
的
な
知
識
の
習
得
が
必
須
で

あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
試
験

（
Ｆ
Ｗ
Ｅ
）
で
は
、
試
験
の
対
象

地
域
の
観
察
や
調
査
と
地
図
や
図

表
の
読
解
を
通
じ
て
地
域
の
課
題

を
明
ら
か
に
し
、
課
題
解
決
策
を

含
め
た
地
域
づ
く
り
案
を
提
案
す

る
力
が
試
さ
れ
る
。

　
代
表
決
定
か
ら
本
大
会
出
場
ま

で
の
研
修
会
は
６
回
行
わ
れ
る
。

日
本
代
表
選
手
は
今
ま
で
Ｆ
Ｗ
Ｅ

の
得
点
が
他
の
国
・
地
域
と
比
較

し
て
低
い
傾
向
が
あ
る
。そ
れ
は
、

中
・
高
の
授
業
の
中
で
、フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
経
験
し
な
い
で
代
表

に
な
っ
た
選
手
が
多
い
か
ら
だ
と

考
え
る
。そ
の
た
め
、研
修
会
で
は

Ｆ
Ｗ
Ｅ
対
策
に
多
く
の
時
間
を
費

や
し
、
そ
の
能
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
。
第
１
回
か
ら
第
４
回
は

研
修
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
わ
れ
、
Ｗ
Ｒ
Ｔ

や
Ｍ
Ｍ
Ｑ
の
対
策
、

大
会
開
催
地
の
現
地

の
事
情
を
学
ぶ
。

　
第
５
回
は
選
手
の

居
住
地
周
辺
で
、
地

元
の
大
学
の
地
理
学

の
先
生
と
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
研
修
を
行
う
。
こ
の
研

修
で
は
大
学
の
地
理
学
の
先
生
か

ら
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
選
手
に
と
っ
て
貴
重
な
機
会

と
な
っ
て
い
る
。

　
第
６
回
は
台
湾
研
修
で
あ
る
。

代
表
選
手
は
国
内
研
修
で
得
た
地

理
力
が
、
ど
れ
だ
け
世
界
で
通
用

す
る
の
か
を
認
識
す
る
た
め
に
、

本
大
会
前
に
台
湾
チ
ー
ム
と
合
同

で
研
修
会
を
行
う
。
令
和
元
年
の

研
修
会
で
は
日
本
選
手
と
台
湾
選

手
が
ペ
ア
と
な
り
、
台
北
市
の
中

心
部
と
郊
外
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
っ
た
。
夜
は
互
い
の
ポ
ス

タ
ー
を
発
表
し
合
う
こ
と
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
、
英
語
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

た
。
今
年
は
４
年
ぶ
り
に
台
湾
研

修
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
代
表

選
手
た
ち
に
は
自
身
の
地
理
力
を

台
湾
研
修
で
さ
ら
に
高
め
、
本
大

会
で
そ
の
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮

す
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

　
（
大
谷
誠
一
・
国
際
地
理
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
日
本
委
員
会
実
行
委
員

会
研
修
担
当
副
委
員
長
）


